
①鳥羽市 「事業系ごみ(食品廃棄物)再資源化システム検討事業」
・ホテル・旅館などから発生する食品廃棄物の減量化・リサイクルループの構築をめざし、
ホテル・旅館、商工会議所等と連携してモデル事業所を選定し、事業系ごみの再資源化に
向けたシステムの検討・実証事業を行う。

②伊賀市、名張市 「レジ袋有料化検討事業」
・レジ袋削減・マイバッグ持参の推進をめざし、隣接する両市間で連携調整を図りつつ、
それぞれ住民・事業者・行政等で構成する検討会を運営し、同時でのレジ袋有料化スタート
をめざすとともに、ドラッグストア・コンビニエンスストア・ホームセンター等にも参画を求め、

より幅広い業種での取組推進をめざす。

③松阪市、多気町、明和町、大台町、玉城町、大紀町 「レジ袋有料化検討事業」
・レジ袋削減・マイバッグ持参の推進をめざし、隣接１市５町の広域ブロックが一体となって、
住民・事業者・団体・行政等で構成される一元的な検討組織を設置し、レジ袋有料化や啓発
活動等について検討するとともに、各市町ごとに啓発活動を実施し、ドラッグストアも含めた、
広域でのレジ袋同時一斉有料化をめざす。

Ｈ２０年度ごみゼロプラン推進モデル事業
資料３
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 第２回 二次処理講座（開催予定） 

【参加者からの取組状況報告】 

【生ごみの堆肥化について】 

・二次処理の基本的な考え方「ｽﾀﾝﾄﾞﾊﾞｯｸﾞによる生ごみの二次処理」（講義） 

・二次処理の発酵管理方法（実演及び実習） 

 

開催市町 日  時 場  所 

伊勢市  １１月１１日（火） 

１３：３０～１６：００ 

伊勢市広域環境組合

リサイクルプラザ 

熊野市 １０月 ６日（月） 

１３：３０～１６：００ 

熊野庁舎５階第５０１

会議室 

いなべ市 １０月２２日（水） 

１３：３０～１６：００ 

いなべ市農業公園エ

コ福祉広場堆肥舎 

大紀町 １０月 ７日（火） 

１３：３０～１６：００ 

大紀町滝原公民館２

階研修室 

 

第３回 堆肥利用講座（開催予定） 

【生ごみ堆肥の利用について】 

・家庭での堆肥利用方法～野菜作り、花作り（講義） 

 講師：三重県中央農業改良普及センター 専門技術室 主幹 中川威佐夫氏 

【意見交換】 

 

開催市町 日  時 場  所 

伊勢市 １２月９日（火） 

１３：３０～１６：００ 

伊勢市広域環境組合

リサイクルプラザ 

熊野市 １２月１９日（金） 

１３：３０～１６：００ 

熊野庁舎５階第５０１

会議室 

いなべ市 １２月 ３日（水） 

１３：３０～１６：００ 

いなべ市農業公園エ

コ福祉広場堆肥舎 

大紀町 １２月１１日（木） 

１３：３０～１６：００ 

大紀町コンベンション

ホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



広田 奈津子氏の講演 阪本 保夫氏、立田 彰子氏の意見交換会

アンケート結果

※アンケート回答率 59%

38 66.67%
19 33.33%

【主な意見】

２．発表者：伊賀環境問題研究会 代表 立田 彰子 氏

講 演 ～消費者の声が企業を変える、ごみを減らす～

講師：ブログミーツカンパニー 代表 広田 奈津子 氏

事例発表 ～レジ袋削減の歩み～

１．発表者：伊勢市環境部資源循環課 課長 阪本 保夫 氏

ごみゼロセミナーの開催

「ごみゼロ県民セミナー～あなたの行動を大きなごみ減量につなげませんか～」

平成２０年７月１９日（土） １３：３０～１６：００ 三重県総合文化センター（津市）

参加者：１００名

・ 生活の中でごみを不用とする問題が多くあることがわかりました。不用なものを企業も見
直す必要があると思いました。

・ 生活の場から出るごみについて、生活者が企業・メーカーと直接対話するということはと
ても大切です。おまけのつもりでもただのありがた迷惑になることは、たくさんあります。

・ 消費者の、そして日本人の行動がいかに大きな影響力を持っているのかよく理解できた。
小さなことと思わずに、色々なことに疑問を持って行動につなげたい。

・ 普通に思うことを声に出していくことの大切さが企業を動かし、商品を簡素化することを
改めて感じました。

参加者数100名、回答者数59名

□あまり良くなかった
□悪かった

□とても良かった
□良かった

Ｑ１：広田 奈津子氏 ～消費者の声が企業を変える、ごみを減らす～



【主な意見】

Ｑ２：伊勢市環境部資源循環課 阪本 保夫課長 ～レジ袋削減の歩み～

・ 先進事例の紹介。例）ごみを出さない暮らし方を実践している人との交流会等

・ 抽象的なものでなく、具体的な体験発表（生活者の立場で）など

・ 今後導入予定や検討を進める予定がある市町が増えた事は大変よろこばしい事です。どこの
市町でも伊勢市さんの導入取組を参考にされることと思います。

・ 地元の話題だけに知っているつもりでいましたが、知らないことの方が多かったのを知りました。
長い時間をかけて検討されてきたことに驚きました。

・ 伊勢市の取組は早くから行われていて、ごみゼロに対する考え方が進んでいると感じた。
多くの市町でこのような動きが出てくることで、ごみを減らしていけると思う。

・ 行政との意識の違いをのりこえた苦労がわかった。

Ｑ３：伊賀環境問題研究会 代表 立田 彰子氏 ～レジ袋削減の歩み～

【主な意見】

・ 三重県の環境の変化、対策、結果等

・ 地域でごみゼロに活動している団体・人の話

・ （発生段階での）ごみ減量化対策

・ 多くの質問がとびかい意識の高い方が多いのに驚かされました。

Ｑ５：セミナーでお気づきの点等、その他ご意見等がございましたら、お書き下さい。

・ 会場が鉄道の駅の近くでできないでしょうか。

・ 全体会としては時間が長い。今後少人数２０～３０名程で対談方式、又は全体会・分科会
などで行われることを望む。

・ 子供から大人までの年代によるレジ袋等への考え方の違い

・ 子供、若者向けのごみゼロセミナー

・ 特にごみを出さないという点での実例

・ 津市以外でもセミナーを開いてはどうですか？

・ “生活”に密着した意見が出ていたと思います。

・ 一人一人がエコについて、考えてゆく時代だと思います。もっと具体的なエコについて、提案
の場を設けていくことにより意識を高めていけるのではないでしょうか。

・ 参加者は関心があり、意識の高い方ばかり。ここに来られない人に聞いていただける手法
があるといいなと思います。

・ 県のスタッフが細かい点まで気をつけスムーズな運営に関心。テーマを選び、年数回開催
してほしい。開催日は、今回のように土曜の午後がよいと思う。

・ これからもどんどん参加して勉強してみたい。

・ 生ごみの堆肥化がすばらしいと思いました。

・ 伊勢市の場合と違って２市で行うというのは大変な苦労があったと思う。

【主な意見】

Ｑ４：今後、どんなテーマや内容のセミナーを希望されますか？










